
平
成
三
十
年
六
月
二
十
二
日
受
領

答

弁

第

三

八

四

号

内
閣
衆
質
一
九
六
第
三
八
四
号

平
成
三
十
年
六
月
二
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
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介
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ス
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関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
大
西
健
介
君
提
出
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
の
コ
ス
ト
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
七
ま
で
及
び
九
の
後
段
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
非
核
化
の
コ
ス
ト
」
及
び
「
非
核
化
コ
ス
ト
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答

え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
の
上
で
申
し
上
げ
れ
ば
、
御
指
摘
の
菅
内
閣
官
房
長
官
の
発
言
は
、
国
際
原
子
力
機
関
が

北
朝
鮮
に
お
け
る
検
証
活
動
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
場
合
、
同
機
関
に
対
す
る
支
援
を
行
う
用
意
が
あ
り
、
そ
の
具
体
的
な

内
容
に
つ
い
て
は
様
々
な
状
況
を
踏
ま
え
て
総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
が
、
同
機
関
が
実
際
に
検
証
活
動
を
行
う
こ
と
が
そ

の
前
提
と
な
る
と
の
趣
旨
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

八
に
つ
い
て

軽
水
炉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
の
た
め
の
資
金
供
与
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
朝
鮮
半
島
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
機
構
と
の
間

の
協
定
（
平
成
十
一
年
条
約
第
七
号
。
以
下
「
Ｋ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
資
金
供
与
協
定
」
と
い
う
。
）
第
一
条
は
、
軽
水
炉
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
実
施
の
た
め
、
千
百
六
十
五
億
円
の
額
ま
で
の
円
貨
に
よ
る
貸
付
け
が
、
国
際
協
力
銀
行
に
よ
り
朝
鮮
半
島
エ
ネ
ル
ギ

ー
開
発
機
構
（
以
下
「
Ｋ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
」
と
い
う
。
）
に
対
し
我
が
国
の
関
係
法
令
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
旨
規
定
し

て
い
る
。
同
条
の
規
定
に
関
し
、
国
際
協
力
銀
行
は
、
同
銀
行
と
Ｋ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
貸
付
契
約
（
以
下
「
貸

一



付
契
約
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
Ｋ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
に
対
し
、
約
四
百
七
十
三
億
円
の
貸
付
け
を
行
っ
て
い
る
。

Ｋ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
資
金
供
与
協
定
第
三
条
は
、
我
が
国
政
府
は
、
Ｋ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
に
対
し
、
Ｋ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
が
貸
付
契
約
に
基
づ
い
て
国
際

協
力
銀
行
に
支
払
う
利
子
の
総
額
に
相
当
す
る
額
の
贈
与
を
行
う
旨
規
定
し
て
い
る
。
我
が
国
政
府
は
、
同
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
Ｋ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
に
対
し
、
約
七
十
億
円
の
支
出
を
行
っ
て
い
る
。

朝
鮮
半
島
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
機
構
の
設
立
に
関
す
る
協
定
（
平
成
七
年
外
務
省
告
示
第
二
百
六
十
三
号
）
第
十
条
（ｂ）
は
、

Ｋ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
各
加
盟
国
は
、
Ｋ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
に
対
し
て
任
意
の
拠
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
旨
規
定
し
て
い
る
。
我
が
国
政
府
は
、

同
条
の
規
定
を
踏
ま
え
、
Ｋ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
に
対
し
、
約
四
千
二
百
万
米
ド
ル
の
任
意
の
拠
出
を
行
っ
て
い
る
。

九
の
前
段
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
結
果
と
し
て
無
駄
と
な
っ
た
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。

二


